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5,866 件707 台

活用車両台数 総貸出件数
（全ての事業）

前年比　448% 
＋4,558件

前年比　162% 
＋272台

秋田支部 栃木支部

（coming soon…）石川支部

秋田支部 栃木支部

静岡支部 佐賀支部

石巻本部

2024年は元旦からがむしゃらに駆け抜けてきました。

気が付けば、私たちがこれまで車の無償貸出支援として13年間で行ってきた総貸出件数をはる
かに超える対応を能登半島支援だけで実施していました。災害支援だけではありません。
「コミュニティ・カーシェアリング」も過去最多の導入を行い、「ソーシャル・カーサポート」
も前年の1.5倍もの貸し出しを行いました。

スタッフみんなでがむしゃらに頑張りました。 
そして、私たちが頑張れたのは、皆さまが、がむしゃらに応援してくれたからです。
支えてくれて、本当にありがとうございました。

一方たくさん動いた分、失敗し、反省し、学んだこともたくさんありました。
その経験を活かし、2025年はさらに進化し、もっと多くの笑顔を作れるようにします。
能登半島への支援も続けていきます。
引き続き温かい応援をよろしくお願いいたします。

２０２５年３月
一般社団法人日本カーシェアリング協会

代表理事　吉澤武彦
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山下　知晃
（やまちゃん）　

小高　正美
（マミー）　

千葉　久美子
（くみ）　

代表理事
吉澤　武彦
（タケ）　

事務局長
西條　里美
（さっと）　

台所のお母さん
千葉　かよ子

沼田　智洋
（ぬまっち）

松本　清美
（まつもっちゃん）

飯島　佳宏
（よっしー）

石渡　賢大
（ケンタ）

樋笠　雅子
（まーさん）　

木村　友希
（ゆき）

相澤　久代
（きゅー）

西村　皓之
（にっしー）

星　雅之
（ほっしー）　

橋本　好絵
（はっしー）　

千葉　加奈枝
（ちば）　

桝谷　和子
（かづこ）

伊東　直人
（いんてぃ）

鈴木　健二
（ケン）

戸田　君江
（とだ）

橋爪　笑子
（づめ）

寄付車の清掃
佐々木　哲也

寄付車の登録
増田　敬

静岡支部 秋田支部栃木支部

軽部　吉市

七尾臨時拠点

江口　康成
（ヤス）　

佐賀支部

遠隔事務サポート
酒井　康宇
（やす）

事務局

コミュニティ・サポート事業部

広報・渉外部／支部推進部

ソーシャル・カーサポート事業部

車の寄付推進部
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スタッフ紹介

モビリティ・レジリエンス事業部

森　政文・南條　篤史 遠山　敏朗・磯　浩美



件

貸出延べ件数

4,936
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災害サポート・レンタカー
被災された方・支援活動を行う団体へ一定期間車を無償で車を貸し出す
支援
■貨物車貸出（3日単位・何度でも利用可）
■乗用車貸出（1カ月単位・延長可）
■支援期間：2024年1月15日～2025年8月31日　※3回延長

活用車両台数

537台

件

▷1月5日に七尾市長に相談をして約200台の車を駐車
できる「和倉温泉お祭り会館」をお借りしてメイン拠
点として活用させていただきました。（協力：災害
NGO結）

　2024年1月1日に発生した能登半島地震。9月20日の奥能登豪雨。私たちはこの災
害対応で1年間で537台の車を活用し、延べ4,936件の車の貸出しを行ってきました。
この数は過去13年間で対応してきた数をはるかに超えています。
　能登半島では、地震で車が家屋の下敷きになったり、津波や火災の被害に遭った
り、9月の豪雨の被害に遭う等多くの方が車を被災しました。また、膨大な量の片づ
けが必要な状況になり、そのための貨物車両が必要となりました。

地元と連携し9つの拠点を設置し対応
　大規模な支援が必要な中、それを可能にしたのが多拠点での展開です。発災当
初、道路状況が悪く車を運び込めるギリギリの場所が七尾市でした。私たちは、そ
こにメインとなる拠点を設置し車を運び込み、1月15日から貸し出しを開始しまし
た。しかし、珠洲や輪島などの奥能登で被災された方々はそこまで車を借りに来る
ことが難しい状況でした。「被災された方々のそばで支援しなければ」と強く思い、
能登、能美、珠洲、輪島、穴水、志賀に計9か所の貸出拠点を順に設置し配備してい
きました。その際、拠点運営で力を貸してくれたのは地元の企業・団体・自治体の
皆様です。発災後の混乱期にも関わらず、立ち上がってくださった地元の方々がい
たおかげで多拠点での支援体制を築くことができました。

過去13年分の貸出を超える規模を一つの災害で実施　　　　

志賀拠点（4/22～12/15終了）
場所　志賀町とぎ地域福祉センター
協力　志賀町シルバー人材センター　

輪島市町野町拠点（4/27～2/18）
場所　まちなじボラセン
協力　町野復興プロジェクト実行委員会
　　　認定NPO法人カタリバ
場所・協力　(有)粟倉商店

輪島市河井拠点（2/26～25/8/31予定）
場所・協力　(福)輪島市社会福祉協議会
場所・協力　㈱まちづくり輪島　

　能登拠点（1/27～25/8/31予定）
　場所　能登町立美術館
　協力　能登町ふれあい公社　

[支援のメイン拠点]
七尾拠点（1/15～25/8/31予定）
場所　和倉温泉お祭り会館
協力 ななお・なかのとDMO　

　珠洲拠点（2/20～25/8/31予定）
　場所　ラポルトすず
　協力　珠洲市　

輪島市門前拠点（2/3～25/2/28）　
場所・協力　門前町商工会
（輪島市役所 門前総合支所内）

能美拠点（2/10～7/31終了）
場所・協力　大協運送㈱

　穴水拠点（4/1～10/15終了）
　場所・協力　七海屋　

※数値は2024年12月末時点の数値です
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災害ボランティアセンターの車不足をサポート
　様々な支援団体から車の相談を受けその活動をサポートしま
した。特に災害ボランティアセンターで活用する軽トラックな
どの車不足は深刻で、活動のための車が不足したためボランテ
ィアの募集数を制限せざるを得ないほどでした。今回私たち
は、石川県と富山県に立ち上がった11の災害ボランティアセン
ターに合計69台の車両を貸し出し活動をサポートしました。

▷支援団体が貸し出した車を活用して被
災された方への移動支援を行っている様
子（BIG UP石巻）

▷ボランティアセンターで軽トラックが
活用されている様子（内灘町災害ボラン
ティアセンター）

様々な支援団体と連携して活動を行いました

車を利用いただいた方々の声・メッセージ

▷石川県内のディーラーから96台の
車の寄付をいただきました。今回の
連携がきっかけとなり10月4日 石川
県自動車販売店協会様、日本自動車
販売協会連合会石川県支部様と災害
時の連携協定を締結しました。
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▷災害サポートレンタカーゴールド
パートナーとして真っ先にご協力い
ただいた㈱エーモン様が七尾拠点に
激励に来ていただきました。

クルマ業界の皆さまが大きな支えに
 　ピーク時には約400名の待機者が発生し、圧倒的に「車が足
りない」状況でした。そんな中、現れた救世主がクルマ業界の
企業・団体でした。国交省の呼びかけもあり自販連様、JAMA
様、全軽自協様、JU様、JALA様といった自動車関連業界団体
を通して、加盟企業から多くの車を寄付いただきました。他に
もオートバックスセブン様、サンアイク様等からもまとまった
台数を寄付いただきました。クルマ業界から集まった車は約
250台。他にもカー用品をメーカー様から商品協賛をいただい
たり（詳細P14）、「災害サポートレンタカーパートナー」とし
て支援金での協賛もいただき活動を支えていただきました。本
当に頼もしい存在でした。

車の運搬を支えた延べ500名以上の架け橋ドライバー
　500台以上の車を能登半島に運
び込む際、活躍いただいたのが
架け橋ドライバーさん（車の運
搬ボランティア）です。全国各
地の皆さんが日本中から能登に
車を運んでくださいました。

　共に活動を続けるOPEN JAPANをはじめ、災害NGO結、
RSY、JVOAD、BIG UP石巻等コーディネートを得意とする団体
と連携して支援の調整を行いまし
た。他にも同じ志を持つ多くの団体と
随時連携しながら活動を行っています。

避難所と仮設住宅でのカーシェアリング
 

　当初は活用車両が不足していたこともあり車をシェアしてご
利用いただきました。例えばヘリで救出され集落ごと金沢市や
加賀市の宿泊施設に避難された方々は、ほぼ全員車がありませ
ん。そんな時、集落ごとに車を数台貸出し、皆さんでシェアい
ただきました。他にも仮設住宅で住民同士で助け合いを行うコ
ミュニティ・カーシェアリングの導入支援も行いました。
（詳細P8)

減らないニーズ、支援期間を3度延長
　1月10日に予約受付を開始すると申し込みが殺到しました。
いつもは1カ月程度でピークが過ぎてニーズが落ち着いてくる
のですが、今回の災害では申し込みはなかなか減りません。
ようやく少し落ち着いてきた9月に奥能登豪雨が発生し再びニ
ーズが急増しました。支援開始時は、2024年7月末に支援終了
を予定していましたが、延長を3度行い2025年8月末まで支援
を継続することにしました。

▷加賀市内の宿泊施設に避難中の集落
に貸し出されたシェアカー。区長さん
（中央）に管理いただき避難中の方々
に貸し出されました。

▷輪島市内の避難所に設置されたシェ
アカー。住民同士の移動支援にも活用
されました。

　本事業には約1.2億円の経費が掛かりましたが、そのほとんど
をご寄付と助成金で賄いました。ご協力に感謝申し上げます。
（会計報告はP18 ）

Yahoo!基金
▷本事業へ助成いた
だいた団体の皆様

ご寄付・助成金に支えていただきました



貸出し延べ件数

5,172件
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新規に締結した災害連携協定

団体

自治体

対応した災害の数

5 つ

14 拠点

1月　能登半島地震、9月　能登半島大雨　
　石川県／七尾市、輪島市（門前、河井、町野）、　　
　珠洲市、能登町、穴水町、志賀町、能美市
　期　　　　間　1/15～25/8/31
　延べ貸出件数　4,936件
　活用車両台数　537台

10月 宮崎大雨　宮崎県/延岡市
　期　間　　11/9～25/2/28
　延べ貸出件数　　25件
　活用車両台数　　26台

※総数として、47団体、19自治体と締結しています

▷秋田では５月に当協会秋田支部を設置し、8月30
日に県との災害時の連携協定を締結し着々と備えを
すすめていました。その甲斐あって協定締結直前の
７月下旬に発生した秋田・山形豪雨の際には、迅速
に(発災８日後)貸出を開始することができました。

 ー 2024年に対応した災害支援  ー
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モビリティ・レジリエンス事業
災害時に車で困らない仕組みをつくる
　　　　　　　　　　　　　　　『モビリティ・レジリエンス』

　2024年は、能登の2つの災害以外も大きな災害がありました。能登の支援
と並行して3つの災害に対応し、前年の1.5倍の支援拠点を全国に設置しまし
た（過去最多の5つの災害に対応）。また、局所的で小規模な災害が多発す
るようになったことから、現地拠点を設置しない災害においても支援の相談
があれば最寄りの支部で対応するようにしました。被災された方の辛い状況
は、災害規模の大小は関係ありません。どんな規模の災害でも困っている方
へ手を差し伸べることができる体制に向けて一歩踏み出しました。
　一方、次の災害に備える活動も精一杯行いました。新たに15の企業・団
体、4つの自治体と災害時の連携協定を結び、協定を締結している企業・団
体数が47、自治体数が19となりました。秋田県には支部を設置し、発生し
た災害に迅速に対応できました。
　前年から募集を開始した『災害対応人材BANK』の登録者は100名を超
え、登録者が2024年の各地の災害で活躍いただきました。昨年より備えの
体制を強化することができました。

7月　秋田山形豪雨　山形県/酒田市
　期　　　　間　8/8～11/30
　延べ貸出件数　143件
　活用車両台数　41台

7月　秋田山形豪雨　山形県/戸沢村
　期　　　　間　8/10～11/30
　延べ貸出件数　36件
　活用車両台数　8台

9月 台風10号　宮崎県/宮崎市
　期　　　　間　9/7～12/15
　延べ貸出件数　18件
　活用車両台数　10台

7月　秋田山形豪雨　秋田県/由利本荘市
　期　　　　間　8/2～11/30
　延べ貸出件数　14件
　活用車両台数　5台

▷愛知県蒲郡市で局所的な大雨で発災した土砂災害で被
害を受けた方から相談を受けました。静岡支部で対応
し、車をお使いいただいた方のインタビュー動画をご覧
いただけます。

能登での支援を続けながら、各地の災害対応・備えの強化を推進しました

※数値は2024年12月末時点の数値です



『災害対応人材BANK』100名突破
　2023年5月に開始した『災害対応人材BANK』の登録者が
100名を突破しました。被災地で迅速な支援活動を行うために
は、車はもちろんのこと支援活動を行う人材が必要不可欠で
す。能登半島地震の際は、富山県の登録者が七尾
拠点の立ち上げを支え、千葉県と茨城県の登録者
が拠点運営を助っ人。秋田県と宮崎県では登録者
が支援拠点の立ち上げと運営を一緒に行ってくれ
ました。

登録はこちら

▷被災地から遠方の登録者に助っ人として現地滞在型で支援を行っていただく
取り組みも開始しました。登録者が経験を積む機会にもなりました。

　去年の7月の豪雨災害で被災された方々に無料で車の貸
し出しを行っている日本カーシェアリング協会の事業が
あるのでとお手伝いを頼まれました。貸し出しを始めて
被災された方々は車が無いと買い物にも行く事が出来な
い（公共交通機関が無い）のでとても喜ばれました。
乗用車は1ヶ月間（延長可能）、軽トラックは最長3日間
で何回でも借りる事ができる、利用する方は数回の申し
込みされ、とても感謝されました。
燃料だけが自己負担なのも喜ばれました。
車の保険（免責が有り）が協会負担な
のも感謝されました。日本カーシェア
リング協会の事業は、困っている方に
はなくてはならないサービスだと、
私は事業に携わる事で少しでも被災者の
手伝いが出来た事がとても良かったと思
います。

10月　宮崎での大雨（延岡）
　10月21日から宮崎では線状降水帯が発生。局所的な被害
が発生し、延岡市より支援の相談がありました。
　延岡市とは2023年に災害時の連携協定を締結しており、
市で準備いただいた延岡市社会教育センターに拠点を設置し
ました。現地では『災害対応人材BANK』登録者のワタナベ
さんに被害調査から支援活動を尽力いただき、支援を必要と
する方々へ迅速に車を届けることができました。
　また、支援車両不足を受けて2022年に連携協定を締結し
ていたJU宮崎様より5台の車を寄付いただきました。

7月　秋田・山形での豪雨災害（秋田/山形）
　秋田と山形を襲った大雨。特に被害の大きかった由利本
荘、酒田、戸沢の3箇所に拠点を設置し支援活動を行いまし
た。酒田では観音寺コミュニティ振興会、戸沢では戸沢村社
会福祉協議会、由利本荘では秋田県庁と連携し拠点を設置し
ました。能登支援と同様、地元との連携により多拠点で支援
活動を行うことができました。

9月　台風10号による竜巻被害（宮崎/愛知）
　台風10号の被害は各地で発生。私たちは宮崎市のセブン
イレブン宮崎飛江田店と(特非)宮崎文化本舗の協力で拠点を
設置しました。コンビニを拠点にし貸し出し対応を行うとい
う新しい連携の形が生まれ、可能性の広がりを感じました。
また、愛知県蒲郡市の土砂災害で被災された方の相談には静
岡支部で対応し貸し出しを行いました。

広がるモビリティ・レジリエンス・アライアンス
　平時から自治体、企業、団体の皆様と連携していざという
ときに迅速な支援を実現すべく発足した災害支援のためのネ
ットワークです。2024年の災害支援でも車の寄付や車用品の
協賛、整備協力など多くの協力をいただきました。
新たに15の企業・団体及び4つの自治体と協定を締結しまし
た。アライアンスメンバーは47団体、自治体含む協定締結数
は66になりました。

モビリティ・レジリエンス事業部　橋爪  笑子（づめ）
元旦に能登半島地震が発生し、そこから5つの災害に対応、14の拠点の立ち上げと、一年中災害対応に奔走し
た年でした。災害現場に入って活動していると、いかに被災地で車が必要とされているかを実感します。車
がなければ生活再建の第一歩も踏み出せない―そんな状況の中で、車の無償貸出し支援は現地で大変喜ばれ
ています。利用された方々の喜ぶ姿や『前に進めた』という言葉が、何よりのやりがいです。

m
obility resilience
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▷5月22日　愛知県と災害時の連携協定を締結しました。愛知県では
協定締結後に県内全ての市町村で災害発生時に車の支援を行うための
拠点候補地をリストアップしていただきました。

▷酒田市蔵岡地区の水害後の様子 ▷戸沢の貸し出し拠点はボランティ
アセンター内に設置されました。

▷台風の影響で竜巻が発生。局所に1,176棟の家屋に被害がありました。

酒田拠点
堀 紳一郎さん



京都府
　京丹波町　1地域

鳥取県
　米子市　1地域
　大山市　1地域
　倉吉市　2地域

岩手県
　一関市　1地域
　陸前高田市　1地域
　宮古市　1地域

宮城県
　石巻市　11地域
　登米市　　1地域
　南三陸町　1地域

静岡県
　富士宮市　1地域

愛知県
　豊田市　3地域
　（テスト運行中２地域含）

山形県
　南陽市　1地域

石川県
　能登町　1地域

岡山県
　美作市　1地域
　岡山市　1地域

滋賀県
　大津市　1地域

うかわカーシェア会
（石川県能登町）

名

コミュニティ・カーシェアリング
グループ数

30 地域 約1,360 
※テスト運行中の2地域含む

猿沢カーシェア会
（岩手県一関市）

カーシェアリング南陽市助け合いの会
（山形県南陽市）

水源カーシェアさくら会
（豊田市水源町）

　『コミュニティ・カーシェアリング』に取り組む地域が新たに4つ誕生しま
した。そのうちの１つは、能登町に建設された仮設住宅でした。私たちの活
動の原点とも言える仮設住宅でのコミュニティ・カーシェアリングで、能登
で被災された方々のお役に立てたことが、本当にうれしく思います。
　各地のカーシェア会は活動を続ける中で、活動を支える担い手や活動資金
の不足といった課題をそれぞれ抱えています。2024年はそれらの課題が改善
に向かうような仕組みづくりを地域の皆さんと一緒に取り組みました。そし
て、カーシェア会同士が交流し、学び合ったり、連携し合える機会を提供す
ることも意識して取り組みました。結果、好事例が生まれ、広がり、それぞ
れのカーシェア会の活動基盤がより安定してきたように思います。

コミュニティ・サポート事業
車をシェアして支え合う仕組みを地域につくる
　　　　　　　　　　　　『コミュニティ・カーシェアリング』

能登町の鵜川仮設団地に導入
　能登地震で被災した鵜川地区の仮設住宅にてコミュニティ・カーシェアリン
グが導入されました。7月に住民向け説明会を実施し3カ月のテスト運行を経
て10月25日に設立しました。能登町役場の方々も石巻を視察し、石巻の制度
を参考に補助金を創設しカーシェア会をサポートしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（協力：OPEN JAPAN）
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過去最多の４つのカーシェア会が設立、広がる支え合いの輪



カーシェア会同士が繋がる交流の輪
　8月に石巻市内のカーシェア会が集まる交流会「大おちゃ
っこ会」を開催し、カーシェア会の支援企業も参加し活動の
悩みや工夫を共有しました。さらに1月には全国16のカーシ
ェア会とオンライン交流会を実施しました。テスト運行中の
地域も参加し、各地の取り組みの紹介、それぞれの特色を生
かした活動の様子を共有しました。交流の輪がどんどん広が
っています。

地域の活動を支える地元企業スポンサー
　コミュニティ・カーシェアリングに取り組む全国のグルー
プをそれぞれの地元企業様がスポンサーとして活動を支えて
いただいています。

豊田市シンポジウムで多くの地域の関心集める
　

　昨年コミュニティ・カーシェアリングの普及促進の協定を
締結し、水源カーシェアさくら会が設立された豊田市で、9月
にシンポジウムが開催されました。市内で地域づくりを行う
方々が参加し、当協会の吉澤とさくら会の渡邊代表が事例紹
介を行った後、ワークショップが行われました。結果、多く
の地域が取り組みに関心を持ち、新たな地域の導入の調整が
進められています。

グリーンスローモビリティへの取り組み
　石巻市が自治体SDGsモデル事業として実施している「グ
リーンスローモビリティ事業」の電動カートは、のぞみ野地
区とあゆみ野地区でそれぞれの地域でコミュニティ・カーシ
ェアリングの方式でシェアされ活用されています。日常のお
買い物や定期的に開催される地域のイベントへの参加に利用
され好評いただいています。

JAFと警察署と連携し安全運転講習を実施　　　
　10月に地域でボランティアドライバーとして活躍する方に向
けての安全講習会を石巻で実施しました。昨年に引き続き石巻
警察署さま、JAF宮城支部さまに協力いただき講話と実車を使
った講習を行いました。地域に根付いた活動となるように安全
運転にもより心がける取り組みを実施していきます。

コミュニティ・サポート事業部　山下 知晃（やまちゃん）
様々なイベントでカーシェア会の会員さんが、活き活きと自分たちの活動をお話されています。そんな姿か
ら、誇りをもってこの取組みを実践してくてれていると改めて実感します。2024年は４つのカーシェア会が新
たに誕生し、そのカーシェア会の設立に関わることができ、私自身も実りのある１年となりました。今後も地
域の皆さんが支え合いの仕組みを継続して、楽しく暮らしていけるようにサポートしていきます！

AYAKO'sKITCHEN/マッハコーヒー　　石巻信用金庫
㈱伊藤製作所　　㈱いわい（にこにこプラザだいとう）
㈱ウジエスーパー　　㈱NTTデータ・ウィズ ※
㈱M・K・G　　㈱東部環境　　東北電子工業㈱

トヨタすまいるライフ㈱　　東日本自動車㈱　　㈱丸本組
宮城エキスプレス㈱　　㈱メイワ　　㈱友善商事　

※NTTデータ・スマートソーシングより社名変更

com
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大満足!!
（石川県 うかわカーシェア会 会員）

ボランティアドライバーは
苦じゃないよ、気にせず利用してね
（岩手県 猿沢カーシェア会 会員)

おちゃっこに来ると、
お出かけに行きたくなる！

（石巻市 のぞみ野カーシェア会 会員）

活動に参加している方の声



NPOカーリース
　多くのNPOにとって活動車両の確保は悩みの種。
低価格、短期間で利用できる活動車両があることで
フードバンクの活動、子ども支援の送迎、訪問活動
など様々な事業がスムーズに進められるようになり
ます。車の貸出を通じてNPOの皆さんの移動を支え
ることで、社会課題の解決が一層広がるようにお手
伝いをしています。

宮城県

鳥取県
群馬県

静岡県

石川県
福島県

栃木県
千葉県

東京都

秋田県

兵庫県

熊本県

岩手県

岡山県

山形県

佐賀県

大分県

福岡県

京都府

愛知県

新潟県

カーリース貸出し件数

248 件（延べ件数）
※対前年度比＋92件

カーリースの利用者が全国に拡大しています
　
　2024年は延べ248件のカーリースの貸出を行いました。前
年より貸出件数は92件増加し、過去最多の貸出件数となりま
した。秋田支部が新設され、支部が4つに増え、全国5拠点体
制になりました。寄付車が全国各地で活用される環境が、着実
に整いつつあります。
　2024年は、NPOカーリースと移住カーリースの本格運用が
始まった年でした。個人、支援団体、法人、行政など、さまざ
まな方々の生活や活動を支援しました。2025年は、より利便
性を高め、寄付車を安心して活用できるよう、カーリースのプ
ランを見直す予定です。社会をより良くする車の使い方をこれ
からも提案してまいります。
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ソーシャル・カーサポート事業
寄付車を貸し出すことで人と地域を元気にする
　　　　　　　　　　　　　　　『ソーシャル・カーサポート』

79 件

NPO
カーリース

生活お助け
カーリース

災害時返却
カーリース

その他
カーリース

移住
カーリース

18 件 45 件 62 件 24 件

カーリースプランの紹介と利用者の声

生活お助けカーリース

移住カーリース

　移住から1年以内の方や、地域おこし協力隊として
活動されている方を対象にしたカーリースの取り組
みです。地方で生活をするにあたって車は生活必需
品。新たな場所でチャレンジする方を応援していま
す。

　経済的な理由で車を購入・維持できない方が、自
力で購入できるようになるまで支援するカーリース
です。車があることで、仕事に就け、前に進める方
が沢山いらっしゃいます。市町村に設置されてい
る、自立支援窓口と連携をして、相談者さんの生活
が前に進めるようにサポートをしています。
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新しく「自治体プラン」「社協プラン」を新設

　嬉野市様に災害時返却カ
ーリースを導入いただきま
した。市町村の公用車とし
ては初めての導入です。
（都道府県も含めると福島
県に次ぐ2例目）
嬉野市の村上市長からは、
「多くの自治体で導入が進
めば、災害が発生したとき、
互いに助け合うことができる。活動が全国に広がってほしい」
とお言葉をいただきました。

　災害発生時、自治体やボランティアセンター
を運営する社会福祉協議会でも車両不足が深刻
であるということがわかりました。被災地の復
旧、復興を支えるうえで車が足りない状況にな
らないように、災害時返却カーリースの自治体
プラン、社協プランを新設しました。
被災を経験した自治体のインタビュー動画をQR
コードからご覧いただけます。

social car support
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災害時返却カーリース
昨年の災害支援でも活躍
（能登半島地震、秋田豪雨、宮崎豪雨） 全国の市町村で初！佐賀県嬉野市で導入

フェーズフリーアワード2024
　　　　　　　　　の入選対象となりました

　7月8日、栃木市と「地域活性化
包括連携協定」を締結しました。
生活困窮者の生活支援、災害の備
え、コミュニティ・カーシェアリ
ングの普及促進などに関わる事項
を、協力して実施することになり
ました。

　一般社団法人フェーズフリー協会
が実施するフェーズフリーアワード
2024の事業部門の入選大賞に、災害
時返却カーリースがノミネートされ
ました。惜しくも受賞とはなりませ
んでしたが、多くの方に車の被災に
備えるということを知っていただく
機会となったと考えています。

　ふじのくに未来財団様に助成事
業を採択いただき、県内で車の被
災で困らない仕組みをつくるため
に意見交換を重ねています。南海
トラフに備えられるように、輪を
広げてまいります。

　5月15日、秋田県秋田市に全国
5つ目の常設拠点を設置しまし
た。秋田では2022年以降、毎年
災害支援を行っており、支部設置
によりこれらの災害対応の他、寄
付車を使った活動を推進していく
ことができるようになりました。

　12月13日 佐賀県で生活困窮
者・若者支援を行うNPO6者で連
携を推進するための協定を締結し
ました。佐賀支部は経済的に苦し
い方に車の支援を行う「生活お助
けカーリース」の貸出実績が豊富
です。この分野で全国の支部をリ
ードしていきたいと思います。

[秋田]秋田支部の設立 [佐賀]生活困窮者支援に関する6者協定締結

[栃木]栃木市と包括協定締結 [静岡]県内の防災の仕組みづくりに奔走

各支部の動き

　能登半島地震では石川県内でご契約いただいていた大協運
送株式会社様から発災直後にお車をご返却いただいたおかげ
でスムーズに現地で活動を開始することができました（写真
は返却当日の大協運送様）。秋田、宮崎の災害でも本リース
の返却車両が貸出車両として運用されました。

ソーシャル・カーサポート事業部　石渡 賢大（ケンタ）
ソーシャル・カーサポート事業部では「日本中どこでも寄付車が集まり、各地の非営利活動でそれを活用
できるようにする」という中期ビジョンを掲げています。活動地域が広がれば広がるほど、日本中で色々
な状況で車に困っている方がいるのだなと感じます。
元々車の寄付の受け入れも担当していたので、想いのこもった車たちがそうした方々の助けになっている
ことがとても嬉しいです。これからも寄付車の活躍の場をどんどん創出していきたいと思います。

https://phasefree.or.jp/


神奈川県のN様より
家族との想い出が詰まった

インプレッサ

ダイハツ工業株式会社様より
災害支援車両として
グランマックス

富山県のA様より
13年間乗り続けてきた愛車

ｂB

宮城県のA様より
最後の車として買った(免許返納)

フィット1年間の寄付台数

487 件（昨年の1.5倍）

159 台

（内）個人からの寄付 （内）法人からの寄付

328 台

NEWSの小山慶一郎様
より、能登半島地震の
支援として、キャリイ
トラックをご寄付いた
だきました。七尾拠点
にもボランティアに来
ていただきました。

YouTuberの『まーさん
ガレージ』様より軽ト
ラックをご寄付いただ
きました。動画でも協
会のことを紹介いただ
き、その後たくさんの
方からお問合せをいた
だきました。

お問合せ：050-5482-3178お問合せ：050-5482-3178
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1,500台目の車の寄付

記念すべき1,500台目の
寄付は、10月の宮崎大雨
の災害支援として、JU宮
崎様よりご寄付いただい
たお車です。

・車検が6ヶ月以上残っている車両
・車齢が15年以下及び走行距離が15万㌔
　以下の車両
・安全かつ快適に走行ができる車両
・車の使途や廃車のタイミングを協会に　
　一任いただけること

活用寄付を受け付ける
車両の条件について

※協会の保有台数状況に応じて、廃車リサ
イクル寄付のご案内をさせていただく場合
があります。

～活用寄付～

愛知県 N様より（キャリイトラック）
　相続で父から託された車でした。父が遺
産の何かを「福祉に役立ててほしい」と生
前言っていました。こういう形（被災地の
支援）で必要とされている方のお役に立て
るなら父も喜んでくれると思います。

寄付者さんの声

東京都 K様より（アクア）
　この車は家族で「みかん号」と名付けてい
ました。コロナ禍では山道を越え伊豆半島に
行っては箱いっぱいのみかんを持ち帰り、フ
ェリーで一緒に北海道にも渡りました。みか
ん号が能登のどこかでどなたかのビタミンに
なってくれることを願い寄付をしました。

車の寄付が当たり前な社会をつくる『車の寄付』

　2024年は、個人・法人の方々から487台の車をご寄付い
ただき、寄付台数は昨年の1.5倍に増加しました。関心を持
ってくださる方も増えており、問合せは762件にものぼりま
した。着実に車の寄付が社会に認知されてきた実感を感じ
る1年でした。車の寄付をするきっかけは様々で、買い替え
や免許返納、所有者の逝去などがあります。免許返納や所
有者の逝去で大切な車を手放す「悲しみ」や「葛藤」が、
車を寄付し誰かのためになることで「前向きな選択」や
「気持ちの整理」のきっかけになる場面を多く目にしまし
た。

　能登半島地震では「車齢15年以上は安全点検を実施す
る」と「スタッドレスタイヤ装着」を寄付の条件として初
めて追加しました。地元の整備工場も被災しているため被
災地に迷惑をかけないことや雪道を安全に運搬していただ
くためでした。不安もありましたが、「点検だすね」「ス
タッドレスタイヤ買うね」などたくさんの温かい気持ちに
支えられ、被災された方に車をお届けすることができまし
た。寄付車1台1台に想いやストーリーがあります。「車を
寄付してよかった」と感じていただけるよう、これからも
活動を続けていきます。

tel:050-5482-3178


　災害が発生する中で、車の支援を迅速に対
応するために、宮城県石巻市で「車の寄付の
受付」をする人が必要となります。人材獲得
を費やすことが支援の遅れにつながるため、
本プロジェクトで事前の登録を行うことで、
より迅速な対応を実現することが狙いです。

1年間の寄付台数

373 件（昨年の6.3倍）

325 台

（内）個人からの寄付 （内）法人からの寄付

48 台

香川県　M様より　（プレマシー）
　父の形見で思い出が詰まった愛車で
す。被災地の役に立てて欲しいと思い、
寄付をしました。走行距離は12万キロ。
よく走りました。困っている人の為な
ら、父も喜んでくれると思います。

滋賀県 S様より　（セレナ）
　仕事で使用していた車が不調になり、
何かに役立ててもらえないかと思い、寄
付しました。能登の被災地では、なかな
か復興が進んでいないように感じまし
た。少しでも力になって支援の輪が広が
ってほしいと思います。

寄付者さんの声

車検切れ、動かない車、事故車など大歓
迎！協会が提携する車専門のリサイクル
会社が引き取り、部品や素材として再資
源化されます。その過程で算定されたお
車の価値が寄付金として協会に寄付され
ます。

お問合せ：050-5482-3178お問合せ：050-5482-3178
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　皆さんは不要な車や廃車予定の車をどうしていますか？ま
だまだ知られていませんが、協会では「車検切れ」「動かな
い車」「事故車」などの寄付も募っています。どんな状態の
車でも部品や素材として再資源化することで、軽自動車です
と1～3万円、普通車ですと3～10万円の価値がつき寄付金に
なります。また、引き取りに関しては費用がかかりません。
　廃車から得られる寄付金で活動の財源を確保することがで
き、廃車の寄付が社会課題解決につながることを多くの方に
知っていただきたいと思っています。

　2024年は1月18日から3月31日までの期間に「廃車で被災
地支援プロジェクト」を実施し、275台の寄付をいただき
1,080万円の寄付金が集まりました。多くの方のご寄付のお
かげで能登半島地震では1年以上にわたり支援しています。
　1年間でみると373台の寄付をいただき、約1,600万円の寄
付金が集まりました。昨年の6.3倍の台数となり、多くの方が
「廃車リサイクル寄付の仕組み」に関心を寄せてくださいま
した。

　不要な車や廃車予定の車が誰かの支えになるこの仕組みが
もっともっと社会に知られることは、被災された方や車でお
困りの方をより多く支えることができるようになります。

車の寄付のチラシを
おいてくださる方募集中！

※お引取に際して、一切費用は掛かりません。

～廃車リサイクル寄付～

不要になった車で
被災地支援・社会貢献に

スタッフコメント　桝谷和子（かづこ）
1月から車の寄付の責任者になり、直後に能登半
島地震が起こりました。「このタイミングで責任
者⁉」と混乱もありました(笑)。過去最大規模の
災害支援の対応をしながら体制を整え、失敗もし
ながら「何とかやり切ったこと」が自信になった
1年でした。ありがとうございます。

スタッフコメント　伊東直人（いんてぃ）
スタッフとして働き始めたのは1月。ちょうど1年が
経ちました。いきなり嵐のような状況の中で働くこ
ととなりましたが、寄付者の方々から思いを聞く度
に、たくさんのエネルギーを貰えました。寄付者の
皆様、本当にありがとうございました。

災害時に臨時で石巻で対応いただける方を
随時募集しています！

詳細についてこちらから

不要になった車を募集中！

tel:050-5482-3178


用品協賛・協力をいただいた企業・団体様（五十音順、敬称略）
(一社)石川県自動車整備振興会
石巻専修大学
㈱ウェッズ
㈱裏板金
㈱エーモン
㈲音地自動車商会
㈲オートモービレッジ
三協油化工業㈱
㈱JVCケンウッド
㈲杉本自動車
住友ゴム工業㈱

㈱ソフト99コーポレーション
谷口自動車工業㈱
中央精機㈱
中央精機東北㈱
日本グッドイヤー㈱
日本ミシュランタイヤ㈱
パナソニックカーエレクトロニクス㈱
㈱ハンコックタイヤジャパン
PIAA㈱
㈱北陸マツダ七尾店
三崎自動車整備工場㈲

森自動車整備工場
ユアサ自動車工業㈱
横浜ゴム㈱
ルート産業㈱

　毎年恒例となっている、石巻専修大学と協力した
「学生整備プロジェクト」。石巻エリアで活用して
いる協会の車のタイヤ交換や安全点検を、3・4年生
の授業の一環として春と秋の2回実施しました。本
プロジェクトで使用するカー用品は、趣旨にご賛同
いただいたメーカー様からご協賛いただいていま
す。学生たちは普段、実習車を使って整備を学んで
いますが、公道を走る実際の車両を扱う機会は少な
く、貴重な実践の場となっています。

石巻専修大学・日本カーシェアリング協会 
  　　       　　　　　　　　　　　学生整備プロジェクト

雪国での災害支援活動、自社製品の協賛が活動の支えに
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　能登半島地震の支援当初、被災地へ入るためにはス
タッドレスタイヤが不可欠でした。長引く支援活動の
中で被災地は再び冬を迎え、被災者やボランティアセ
ンターなどが安心して車を利用できるよう、各メーカ
ー様に協賛を依頼。また秋田・山形豪雨での雪国での
活動もあり約200台分のタイヤやホイールをご提供い
ただきました。他にもエンジンオイルや洗車用品、緊
急時の備えのライト、トランシーバーなど活動を円滑
にするための多くの用品も協賛いただきました。石川
県自動車整備振興会様の呼びかけにより、9社の整備工
場が現地でのタイヤ交換作業を支援してくださいまし
た。



～私たちの活動を様々な形で
支えていただいている方の声や思いをご紹介します～

架け橋ドライバー（車の運搬ボランティア）
拠点から被災地へ、車の提供者様から被災地へ、拠点から拠点の車を運搬していただくボランティアさ
んのことを架け橋ドライバーと呼んでいます。現在全国で1,000名以上の登録者がおり、各地への車の
運搬にご協力いただいています。車の受け取り場所から目的地までの交通費（燃料代・高速代）は協会
が負担し、運搬先からの復路の交通費はご自身の負担となります。実際の運用はFacebookのグループ
内で行われていますので、是非ご参加ください。この活動のためにFacebook登録をされている方もい
らっしゃいます。登録、詳細は右のQRコードからお願いします。
寄付車を必要としている方の元へ届ける架け橋に加わっていただけたらとても嬉しいです！
目指せ架け橋ドライバーさん1,500人！是非周りの方もお誘いいただければ幸いです。

ご支援のお願い
現在約700台の車を活用して全国で取り組みを行っています。
寄付車を使った助け合いを広げていくためには、皆様からのご支援が必要です。ピットクルー(仲間)として、私たちの活動を応援
してください。

活動財源のご寄付
①マンスリーカーシェアサポーター（個人の方）　
1日約30円～、毎月の寄付で協会の活動を継続的にご支援いただける仕組みです。
決済方法はクレジットカード、口座振替からお選びいただけます。

②法人賛助会員
一口10万円からご支援いただけます。5口以上で法人ロゴをホームページに掲載させていただきます。
ご支援いただける法人様には申込書をご送付致します。

③銀行口座からのご寄付
※払込用紙の送付も可能です。ご希望の場合はお手数をおかけしますが、石巻本部までご連絡ください。
ゆうちょ銀行からのご送金　 口座記号：02220-9 口座番号：120559
〇他の金融機関からのご送金
 　ゆうちょ銀行　二二九(ニニキュウ)支店 当座　口座番号：0120559
 　口座名義：一般社団法人日本カーシェアリング協会

ふるさと納税でのご支援
城間　健市郎さま（東京都在住）

サポーターの方々の声
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ふるさと納税
佐賀県へ当協会指定でふるさと納税をした場合、寄付額の85％が佐賀県から協会へ寄付される仕組み
です。佐賀の災害で被災し、再建されている事業者さんの応援になる品（お米、お酒、野菜、洋菓子な
ど）や、佐賀の名産品（焼き物、海産物など）をお礼の品として取り揃えています。
今年のふるさと納税は車の支援活動につながる佐賀県へのふるさと納税にトライしてみてください。
★通常の協会への寄付と異なり、税制優遇が受けられます★詳細はふるさと納税のページよりご確認ください。

　　　　　　　　災害が起きたとしても、みんなで助け合っ
　　　　　　　て乗り越えていける社会にしたいと考えてい
　　　　　　　ます。私が住んでいる群馬県は、車がないと　　　　　
　　　　　　　生活していけず仕事にも行けない地域が多い
　　　　　　　です。何かあった時、車に乗れないのは死活
　　　　　　　問題です。自分の住んでいる所は災害が少ない
から関係ないではなくて、困っている地域があったら、困って
いる人がいたら手を差し伸べられる社会にしていきたい。この
想いを持ってマンスリーサポーターを続けています。

　車を受け取りに行くたびに提供者の方々との素敵な
出会いがあり、「また訪れたい」と思える地域がどん
どん増える喜びがあります。友達と一緒に車を運び、
帰りに美味しいものを食べたりと楽しみながら活動し
ています。

架け橋ドライバー
石塚　恵美さま（宮城県在住）マンスリーサポーター

大澤　直子さま（群馬県在住）

　　　　　　　　　協会の設立当初から応援しております。当初は石巻
　　　　　　　　市へのふるさと納税をしていて間接的な支援に留まっ
　　　　　　　　ていました。佐賀県との連携でふるさと納税が始まっ　
　　　　　　　　てからは、直接的に協会に支援ができるようになり、
　　　　　　　　復興に向け尽力されている事業者さんの返礼品も楽し
むことができ、より繋がりを感じることができています。
ふるさと納税先の候補としてみなさんに絶賛オススメします！



㈱アイエス総合　ＩＯＣ石巻おっさん倶楽部　㈱アイセイオート　愛知スズキ販売㈱　(社)あおぞら福祉会菊の里　(社)あかねの会　

秋田県中古自動車販売協会・商工組合　(福)秋田市社会福祉協議会　NPO法人あきたパートナーシップ　㈲旭自動車商会　

㈱アスタス USTUS, Inc.「OSUSO」　アドバンスクラブ　AYAKOSKITCHEN／マッハコーヒー　㈲粟倉商店　安藤タイヤ　

イイクボ自動車販売　五十嵐自動車整備工場　㈱池田自動車鈑金塗装　石上車輌㈱　石川県行政書士会　石川ダイハツ販売㈱　

石川中央三菱自動車販売㈱　㈱石川トヨペットカローラ　石川日産自動車販売㈱　石巻警察署　(福)石巻市社会福祉協議会　

石巻信用金庫　㈱石巻設計センター　石巻専修大学　石巻ロータリークラブ　いすゞ自動車中部㈱　いすゞ自動車中部㈱・北陸支社　

㈲いそガラス　(一社)石川県自動車整備振興会　㈱伊藤製作所　茨城県立勝田高等学校　㈱イミカ　医療法人医徳会真壁病院　

医療法人ユーエムシー内田産婦人科医院　㈱いわい（にこにこプラザだいとう）　(福)いわき市社会福祉協議会　岩城自動車板金　

㈲うえだ　㈱ウェッズ　　㈱ウジエスーパー　㈲鵜の島温泉旅館　㈱ウラタモータース　㈱裏板金　㈱エース・オートリース　

NPO法人エコワーク実践塾　NPO法人S･Sプランニング　㈱NTTデータ・スマートソーシング　NTPトヨタ信州㈱　榎建設㈱　

愛媛県中古自動車販売協会・商工組合　MS&ADインシュアランスグループホールディングス㈱　㈱M・K・G　㈱オートサービス向後

オートバックス石巻店　オートバックスいわき平店　㈱オートバックスセブン　オートバックス茂原高師店　㈱オートボディ菅原　

㈲オートモービレッジ　㈱オートリサイクルナカシマ　㈲オートリサイクルナカシマ福岡　(一社)OPENJAPAN　㈲大宮冷機工業所　

㈱大向自動車整備工場　㈲音地自動車商会　㈱オリーブ　オリックス自動車㈱　㈱カーコレクションコバヤシ　

カーシェアシステムお助け団　㈱ガーデュ　カーレポ㈱　会宝産業㈱　カイテン㈱　カサノ自動車工業　NPO法人カタリバ　

学校法人広島三育学院広島三育学院高等学校　㈲カトー　金沢三菱自動車販売㈱　㈲金谷自動車　㈱東部環境　カメイ㈱　

カレント自動車㈱　川本行政書士事務所　観音寺コミュニティ振興会　北日本自動車㈱　北星産業㈱　

岐阜県中古自動車販売協会・商工組合　岐阜トヨタ自動車㈱　岐阜日産自動車㈱　NPO法人キャンパー　行政書士平子幸成事務所　

㈱協立製作所　草ケ谷燃料㈱　㈱久保田オートパーツ　㈱熊平製作所　㈱グリーンガレージ　㈱栗山山本建設

㈱啓愛社千葉リサイクル工場　㈱啓愛社栃木リサイクル工場　KenichiMasakiMediaLab.(東京学芸大学）　㈱GENKII　乾坤院　

㈱公衛社　公益財団法人廃棄物・3R研究財団　公益社団法人宮城県生活環境事業協会　㈱甲信マツダ　合同会社 TFサービス　

合同会社MEGU　合同会社TFグループ　㈱コカジ技研　國際株式會社　NPO法人国際環境政策研究所　㈲小杉自動車　㈲小杉新聞店　

㈱コスモ測量設計　㈲後藤建設　㈲後藤モータース　こはる行政書士事務所　災害NGO結　㈲佐藤自動車整備工場　㈱サンアイク　

三共油化工業㈱　3.11花火打ち上げ実行委員会　三陸道観光開発㈱日常生活支援住居施設あさひの杜　㈱CDS経営戦略研究所　

㈱JVCケンウッド　志賀町とぎ地域福祉センター　(福)静岡県社会福祉協議会　静岡県中古自動車販売協会・商工組合　七海屋　

㈲島倉オート　射場石利石材㈱　NPO法人ジョイフル網地島　庄司慈明税理士事務所　情報レスキュー隊ITダート　

㈱常陽エージェンシー　㈲昭和メタル　㈲志楽　㈱白幡興産　シンクロジスティクス㈱　㈱SHIN-JIGEN　㈲杉本自動車　スズキ㈱　

㈱スズキ自販富山　㈱スズキ自販新潟　㈱スズキ自販北陸スズキ中国販売㈱　スズキ新潟販売㈱　(福)珠洲市社会福祉協議会

㈲珠洲自動車整備工場　㈱スズデン　スターライト工業㈱　住友ゴム工業㈱　住友三井オートサービス㈱　NPO法人セイエン　㈱ゼロ　

全日本ロータス同友会宮城県支部　㈱ソフト99オートサービス　大協運送㈱　大慶漁業㈱　㈱大八商會(ビッグエイト)　ダイハツ工業㈱　

(福)多賀城市社会福祉協議会　㈲高田車検センター　㈱高萩エンジニアリング　㈲タケダオート　㈲立花板金工業所　谷口自動車工業㈱　

谷自動車販売㈱　CheeredRV　NPO法人地星社　中央精機㈱　中央精機東北㈱　(福)鶴岡市社会福祉協議会　㈱つるかめ　
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Yahoo!基金
㈱エーモン

サントリーホールディングス㈱

IPF㈱ ㈱ソフト99コーポレーション 呉工業㈱

㈱プロスタッフ 三井ダイレクト損害保険㈱

※五十音順にてご紹介いたします。
※個人名については公表を控えさせていただきます。ご支援いただいた皆さま

広島県中古自動車販売協会
広島県中古自動車販売商工組合
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愛知県　秋田県　穴水町　石川県　石巻市　佐賀県　志賀町　珠洲市　七尾市　能登町　延岡市　栃木市　富士市　宮城県　宮崎県　宮崎市　

由利本荘市　輪島市　国土交通省　内閣府　石川県警　山形県警　石巻警察署

連携した自治体、行政機関

桐蔭学園高等学校 インターアクト部　NPO法人東京都北区市民活動推進機構　東京都中古自動車販売協会・商工組合　

東光自動車工業㈱　東北電子工業㈱　東北の被災者と支援者をつなぐ会　徳島県中古自動車販売店協会・商工組合　戸沢自動車　

(福)戸沢村社会福祉協議会　栃木県中古自動車販売協会・商工組合　とちぎ市民活動推進センター「くらら」飛田テック㈱　

新潟オートリサイクルセンター下越　富山県中古自動車販売協会・商工組合　富山県中古自動車販売商工組合・青年部　

富山日産自動車㈱　富山三菱自動車販売㈱　トヨタカローラ愛知㈱　トヨタカローラネッツ岐阜㈱　トヨタ自動車㈱　

トヨタすまいるライフ㈱　トヨタモビリティ東京㈱　トヨタモビリティ富山㈱　取手市双葉自治会　㈲ナカムラ自動車整備工場　

NPO法人なないろサポートネット　(一社)ななお・なかのとDMO　(福)七尾市社会福祉協議会　㈱ナプロアース　

奈良県中古自動車販売協会・商工組合　新潟スバル自動車㈱　西村あさひ法律事務所　㈱日産サティオ富山　㈱日産サティオ新潟西　

日産自動車㈱　㈱日産プリンス金沢　日産プリンス新潟販売㈱　日本カーソリューションズ㈱　日本グッドイヤー㈱　

(一社)日本自動車工業会　(一社)日本自動車販売協会連合会　(一社)日本自動車販売協会連合会 石川県支部　

(一社)日本自動車販売協会連合会岐阜県支部　(一社)日本自動車販売協会連合会富山県支部

(一社)日本自動車販売協会連合会長野県支部　(一社)日本自動車販売協会連合会新潟県支部

(一社)日本自動車販売協会連合会福井県支部　(一社)日本自動車リース協会連合会　(一社)日本自動車連盟

(一社)日本自動車連盟秋田支部　(一社)日本自動車連盟愛媛支部　(一社)日本自動車連盟香川支部

(一社)日本自動車連盟新潟支部　(一社)日本自動車連盟兵庫支部　(一社)日本自動車連盟広島支部　

(一社)日本自動車連盟福岡支部　(一社)日本自動車連盟宮城支部　㈱日本総合研究所　(一社)日本中古自動車販売協会連合会　

日本ミシュランタイヤ㈱　ネッツトヨタ石川㈱　ネッツトヨタ郡山㈱　ネッツトヨタ富山㈱　農事組合法人Ｎファーム　

㈱能登町ふれあい公社　㈱ＮＯＭＣＯ＆ＣＯ．　㈱パーツランド東部　㈱芳賀自動車　㈲橋本自動車　

パナソニックカーエレクトロニクス㈱　㈱ハンコックタイヤジャパン　PIAA㈱　㈱ピー・エス・アイ・コーポレーション　

東日本自動車㈱　㈲日野モーター商会　(一社)ヒューマニタリアン・サポーツ　兵庫県中古自動車販売協会・商工組合　㈱ヒラオカ　

広田自動車工業㈱　㈱ファースト・グループ　（公社）日本フィランソロピー協会　福井トヨタ自動車㈱　福井トヨペット㈱　　

㈱ふじかわコーポレーション　(福)富士市社会福祉協議会　㈲藤田自動車商会　古田行政書士事務所　㈱ブレイン　

(一社)ぶれいん・ゆに～くす　(社)ベタニヤホーム　豊永自動車工業㈱　特定非営利活動法人放課後こどもクラブBremen　

㈱ボーダレス・ジャパン「For Good」　㈲北陸車検　北陸スバル自動車㈱　㈱北陸マツダ　㈱北陸マツダ七尾店　細川商会　

㈱ホンダカーズ石川　㈱ホンダカーズ長野中央　Honda Cars 山形 酒田店　㈱ホンダサロン石川　㈱ホンダ自販タナカ　

㈱ホンダセンター富山　㈱ホンダトレーディング　㈱ホンダモビリティ北関東　㈱ホンダモビリティ中部北陸カンパニー　

㈱ホンダモビリティ中部北陸支部　まあさんガレージ㈱　NPO法人毎日クリスマス　㈱まちづくり輪島　

町野復興プロジェクト実行委員会　マツダ㈱　㈱豆川自動車　㈲真山機械　㈲まるしょう　㈱丸本組　㈱丸正精建　

㈱ミウラカーズ・ワン　三起クリーン㈱　三崎自動車整備工場㈲　㈲三澤工業　三井住友海上火災保険㈱　三菱オートリース㈱　

三菱自動車工業㈱　㈱みなとモーター　㈲三野自動車商会　宮城エキスプレス㈱　㈲宮城商事　宮城日産自動車㈱　

宮城三菱自動車販売㈱　宮城ヤンマー㈱　宮崎県中古自動車販売協会・商工組合　㈱宮崎産業開発　㈱明愛　㈱名鉄AUTO　㈱メイワ　

㈲めがね補聴器のセガワ　㈱モービルハウス　Moto Pit Sakamaki　(福)茂原市社会福祉協議会　茂原ショッピングプラザアスモ　

森自動車整備工場　門前町商工会　泰和サービス㈱　㈲柳自動車　㈲山口自動車　㈱ヤマコー　ヤマ自動車㈱　ユアサ自動車工業㈱　

㈱友善商事　㈲幸仁会　横浜ゴム㈱　吉村産業㈱　NPO法人りあん　ルート産業㈱　REC IT UP　(福)輪島市社会福祉協議会　

㈱ワンオーナー　㈱ワンズネットワーク

災害連携協定締結企業・団体
㈱エーモン　ルート産業㈱　㈱オートバックスセブン　日本ミシュランタイヤ㈱　JU宮城　アドバンスクラブ　JU熊本　JU岩手　JU宮崎　

JU新潟　JU静岡　JU兵庫　JU青森　JU秋田　全日本ロータス同友会宮城県支部　㈱ハンコックタイヤジャパン　JU岐阜　JU長野　

中央精機㈱　中央精機東北㈱　㈱ウェッズ　JU東京　㈱カーセブン デジフィールド　(一社)日本自動車連盟　JU長崎　JU埼玉　JU愛媛　

JU奈良　JU京都　JU富山　JU大阪　JU広島　JU三重　JU栃木　(一社)日本自動車販売協会連合会愛知県支部・愛知県自動車販売店協会　

JU北海道　JU徳島　JU高知　JU神奈川　JU福井　JU愛知　(一社)日本自動車販売協会連合会石川県支部・石川県自動車販売店協会　

㈱ソフト99コーポレーション　アイオン㈱　㈱ソフト99オートサービス　㈱西自動車商会
※敬称略、協定締結順
※2024年12月時点



勘定科目 金額
経常収益 受取会費 4,659,200

①受取寄付金 50,993,005
②車両受贈益 265,045,000
③受取助成金等 88,640,897

事業収益 46,842,925
その他収益 5,743,532

経常収益計 461,924,559
経常費用

事業費　人件費 59,142,246
④減価償却費 186,731,506
⑤車両維持費 28,747.978
⑥支払保険料 16,202,931

諸謝金 126,995
業務委託費 9,074,615
旅費交通費 12,502,204

⑦租税公課 18,189,620
印刷製本費 809,930
通信運搬費 4,673,675
事務用消耗品費 4,784,184
修繕費 38,500
水道光熱費 454,985
支払家賃 3,988,424
支払手数料 4,466,329
支払賃借料 8,250
支払寄付金 5,000
諸会費 118,000
研修費 73,802
新聞図書費 82,383
福利厚生費 34,151
広告宣伝費 641,814
交際費 266,778
雑費 58,915

　事業費　計 351,223,215
　管理費 4,172,035
経常費用計 355,395,250
当期経常増減額 106,529,309
当期経常外増減額 △24,206,508
当期正味財産増減額 82,322,801
前期繰越正味財産額 80,767,996
次期繰越正味財産額 163,090,797

当協会の会計上の特徴
　車両の寄付を受け、それらを活用して活動する性質上、収入
における車両受増益と費用における減価償却費（9割が車両）
に大きな金額を計上する会計上の特徴があります。資金的状況
を確認いただくには資産に付随する②車両受贈益と④減価償却
費を除してご確認いただくと比較的状況を把握していただきや
すくなると思います。

①受取寄付金
　金銭寄付に加え、リサイクル会社様による車の再資源 
　化による寄付(リサイクル寄付)による収益を含みま
　す。前年比344%となりました。
②車両受贈益
　寄付車両の時価額を市場販売価格から評価し、受贈益
　として計上しています。
③受取助成金等
　民間助成金及び自治体等補助金を計上しております。
　前年比203%となりました。
④減価償却費
　車両の減価償却費が9割以上を占めます
　(184,889,755円)。償却車両の資産額は車両受贈益と
　同様の方法で評価しています。
⑤車両維持費
　主に車両の点検・修理費用を含みます。前年比196%　
　となりました。
⑥支払保険料
　主に自動車保険料を含みます。前年比180%となりま　
　した。
⑦租税公課
　主に自動車税、自動車重量税、車両の名義変更に係る
　経費を含みます。前年比192%となりました。
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助成金・補助金　
　宮城県NPO等による心の復興支援事業補助金(宮城県)
　地域おこし協力隊(石巻市)／災害時における連携と拠点設置の　
　基礎を構築する事業( (一財)トヨタ・モビリティ基金)／災害発
　生前後の初動期に関する支援活動助成、令和6年7月大雨被害
　に関する支援活動((公財)日本財団)／ボラサポ・令和6年能登
　半島地震、ボラサポ・令和6年7月大雨災害、（(福)中央共同募
　金会）／令和 6年能登半島地震の被災者および支援団体に対す
　る車両の無償貸出支援((特非)ジャパン・プラットフォーム)／
　能登半島地震応援金((特非)大阪NPOセンター)／静岡トヨタ自
　動車 ハイブリッド基金（(公財)ふじのくに未来財団）／佐賀市
　生活困窮者自立支援機能強化事業補助金（佐賀市）／緊急配分
　積立資産（(福)宮崎県共同募金会）
委　託　
　地域課題サポート(コミュニティ・カーシェアリング)事業、自
　治体SDGsモデル事業グリーンスローモビリティ等運用支援業
　務（石巻市）／豊田市コミュニティ・カーシェアリング導入支
　援業務（豊田市）／コミュニティ・カーシェアリング導入支援
　事業業務（南陽市）
募　金
　Yahoo!ネット募金／佐賀ふるさと納税／ソフトバンク「つな
　がる募金」／メルカリ寄付／AMAZON 欲しいものリスト／買
　って応援便／OSUSO　
寄付型助成　
　社会課題解決みやぎチャレンジプロジェクト
　((福)宮城県共同募金会)

 1月に発災した能登半島地震を含む対応のため、特に災
害支援活動に係る経費が前年度より増加しました（災害
支援事業 経常損益が前年の109,756,965円から
266,441,263円と前年比243%）。この補填のため、助
成金の取得のみならず金銭寄付及び車両寄付の募集に注
力しました。
※本誌での会計報告は簡略したものを掲載しておりま
す。より詳細な会計報告についてはＨＰに掲載しており
ます。

活動計算書（2024年1月1日～2024年12月31日）

会計報告



名　　称　　一般社団法人日本カーシェアリング協会
設　　立　　2011年7月15日（活動は2011年4月から）
代表理事　　吉澤　武彦
理　　事　　湯川　伸⽮　　　　増⽥　敬
監　　事　　⽵中　徹
所有車両 　　707台（2024年12月末時点）
損害保険代理業委託保険会社　　　東京海上日動火災保険㈱／三井住友海上火災保険㈱
　　　　　　　　　　　　　　　　イーデザイン損害保険㈱／東北自動車共済(協組)　

2015年　国際交通安全学会賞　業績部門
2017年　地域ITS活動　優秀事例 
2018年　復興庁「新しい東北」 復興・創成顕彰
2019年　第9回地域再生大賞　優秀賞
2020年　第6回「エルトゥールル号の恩返し 日本復興の光大賞20」 特別賞
2022年　第1回クルマ・社会・パートナーシップ大賞　自動車ユーザー連携賞
2022年　第15回いしのまき大賞
2022年　CSOフォーラム2022　ファイナリスト賞

2024年　
青森県、富山県、延岡市（宮崎）、福岡県、愛知県、秋田県、姫路市(兵庫)と
「災害時における被災者等の移動手段の確保に関する協定」締結
栃木市（栃木県）と「地域活性化包括連携協定」を締結

2023年以前の締結協定自治体一覧（協定締結順）
「包括連携協定」
佐賀県、石巻市(宮城県)

「災害時における被災者等の移動手段の確保に関する協定」
石巻市(宮城県)、岡山県（自販連岡山県支部、岡山県軽自動車協会）、
熊本県（自販連熊本県支部・熊本県軽自動車協会）、宮城県、岩手県、福島県、
栃木市(栃木県)、人吉市(熊本県)、栃木県、新潟県、青森県、富山県、延岡市(宮崎県)

「コミュニティ・カーシェアリングに関する協定」
大津市(滋賀県)、豊田市(愛知県)

2014年　平成26年豪雪（埼玉県）
2015年　関東・東北豪雨（宮城県他）
2016年　熊本地震（熊本県）、台風10号（岩手県）
2017年　九州北部豪雨（福岡県他）
2018年　平成30年7月豪雨（岡山県他）
2019年　令和元年8月豪雨（佐賀県）、台風15号（千葉県）、台風19号（宮城県他）
2020年　令和2年7月豪雨（熊本県他）
2021年　福島県沖地震（宮城県）、令和3年7月豪雨（静岡県）、令和3年8月豪雨（佐賀県他）
2022年　福島・宮城沖地震（福島県他）、令和4年7月豪雨（宮城県）、令和4年8月豪雨（新潟県
　　　　 他）、 台風15号（静岡県）
2023年　能登半島沖地震（石川県）、台風2号（愛知県他）、九州北部豪雨（福岡県他）
　　　　 秋田豪雨（秋田県他）、台風13号（福島県他）
2024年　能登半島地震、能登豪雨（石川県）、秋田山形豪雨(山形県他)、台風10号（宮崎県他）、
　　　　 宮崎大雨（宮崎県）
　　　　

協会概要

組織概要

受  賞  歴

自治体協定

災害支援実績

新聞掲載

149件

テレビ・ラジオ

63 件

雑誌・広報紙など

9 件

講演会

17件
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2024年メディア掲載実績



Facebook Instagram X YouTube

SNSで活動中の様子を発信中！
フォローしてね！

石巻本部
〒986-0813　宮城県石巻市駅前北通り1-5-23
TEL　0225-22-1453
FAX　0225-24-8601
Mail　info@japan-csa.org

佐賀支部
〒843-0233　佐賀県武雄市東川登町大字永野6766-1
 　　　　　　  小山路窯内

栃木支部
〒328-0125　栃木県栃木市吹上町300-3  2F

静岡支部
〒421-3305　静岡県富士市岩淵751-1

秋田支部
〒010-1403　秋田県秋田市上北手荒巻押切24-2
　　　　　　　秋田県ゆとり生活創造センター遊学舎内

この冊子は公益財団法人日本財団の助成により作成しております


